
2025年度　看護福祉学部看護学科　カリキュラムマップ 2025.4.1

人間系 社会系 自然系
コミュニケーショ

ン系

国際看護活動
論

救急医療と看護
働く人々の健康
管理を支える体

制
看護研究

助産診断・技術
学Ⅲ

助産学実習Ⅱ
公衆衛生看護

学実習Ⅱ
地域と精神看護

地域社会での健
康支援体制と実

際

看護総合（卒業
試験含む）

統合実習Ⅱ

医療と福祉の英
語

助産診断・技術
学Ⅱ

助産学実習Ⅰ
公衆衛生看護

活動論Ⅳ
公衆衛生看護

学実習Ⅰ
リハビリテーショ

ン看護学
看護マネジメント

論
公衆衛生看護

管理論
助産管理論

看護実践総合
演習

統合実習Ⅰ

保健医療福祉
行政論

成人・老年地域
包括リハビリ

テーション実習

助産診断・技術
学Ⅰ

公衆衛生看護
技術論

公衆衛生看護
活動論Ⅲ

災害看護学

保健統計学 家族看護論
成人・老年看護

学実習Ⅱ
小児看護学実

習
基礎助産学

地域・在宅看護
実習Ⅱ

公衆衛生看護
活動展開論Ⅱ

公衆衛生看護
活動論Ⅱ

がん緩和ケア論 研究方法論Ⅱ

キャリアデザイ
ン

疫学
ヘルスアセスメ

ント
成人・老年看護

学実習Ⅰ
母性看護学実

習
助産学概論

精神看護学実
習

老年看護学福
祉実習

地域・在宅看護
実習Ⅰ

公衆衛生看護
活動展開論Ⅰ

公衆衛生看護
活動論Ⅰ

セイフティマネジ
メント

女性の健康支
援

研究方法論Ⅰ

行政法
保健・医療と法

律

民法 カウンセリング 病態治療学Ⅲ
小児看護方法

論Ⅱ

臨床心理学 公衆衛生学 病態治療学Ⅱ 看護過程論
成人看護方法

論Ⅲ
小児看護方法

論Ⅰ

障害児・者福祉 社会保障論Ⅰ 病態治療学Ⅰ
看護コミュニ
ケーション

成人看護方法
論Ⅱ

母性看護方法
論Ⅱ

精神看護方法
論Ⅱ

老年看護方法
論Ⅱ

地域・在宅看護
論Ⅱ

健康教育論

統計学
地域共生社会に
向けた多職種連

携
人間関係論 臨床薬理学 看護倫理

基礎看護学実
習

成人看護方法
論Ⅰ

母性看護方法
論Ⅰ

精神看護方法
論Ⅰ

老年看護方法
論Ⅰ

地域・在宅看護
論Ⅰ

公衆衛生看護
学概論

基礎演習 感染と免疫

英語ＲＳ 疾病の成り立ち
基礎看護技術

演習Ⅱ

文学の世界 英語ＣＳ 薬理学概論
基礎看護技術

演習Ⅰ

哲学
法学

（日本国憲法）
基礎数学 中国語 エイジング論

リプロダクティ
ブ・ヘルス/ライ

ツ
栄養学

基礎看護技術
論Ⅱ

小児看護学概
論

心理学 社会学 生命科学 手話 健康と運動
社会福祉概論

Ⅰ
人体の構造と機

能Ⅱ
基礎看護技術

論Ⅰ
母性とセクシュ

アリティ

文章表現
医療と福祉のマ

ネジメント
環境と人間生活 情報リテラシー 組織論

コミュニケーショ
ン論

人体の構造と機
能Ⅰ

看護学概論 早期体験実習
成人看護学概

論
母性看護学概

論
精神看護学概

論
老年看護学概

論
地域・在宅看護

概論

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

●DP１．豊かな人間性と知性を備え、高い倫理観に基づいた行動をとることができる。
CP１．「基礎教養科目」「共通基盤科目」と並行して看護学の基盤となる「専門基礎科目」と「専門科目（看護学の基盤）」を配置する。また、看護学の専門性を深める「専門科目」を、学年進行に従い体系的
な学習を進めることができるように、初年次から段階的に配置する。

◆DP２．看護の専門的な知識と技能の基本を身につけ、科学的根拠に基づいた判断ができる。 CP２．ライフステージの視点で対象を理解し、看護職者の専門性を発揮するための能力を身につけるために、「専門科目（ライフステージと看護）」を配置する。

■DP３．専門職業人としての使命感を持ち、多様な人々と連携し、適切な看護サービスを提供するこ
とができる。

CP４．多様な場における医療を支える優れた看護ケアを提供するために、様々な健康レベルにある対象のニーズを把握し、科学的な根拠に基づく判断と支援を提供するための科目を配置する。

CP５．他の職域スタッフとの連携・協働により、複雑化する保健・医療・福祉のニーズに対応した地域包括ケアシステムを意識し、実践に結びつけるための科目と、グループ学習やディスカッション、実習室
での技術学習等により、コミュニケーションや人間関係作りを体験的に学ぶ科目を配置する。

▼DP４．個人や地域が抱える健康問題の解決に向けて、主体的な取り組みができる。

CP３．高齢社会に即した看護を実践するための能力を習得し、個人や地域が抱える健康問題を解決するために「専門科目（地域コミュニティと看護）」を配置する。

CP６．医療施設や老人保健施設、訪問看護ステーション、行政機関等の地域における様々な実習により、多様な人々との関わりを通して、対象との良好な関係性を築きながら、看護専門職として必要な支
援を実践できる能力を身につけるための科目を配置する。

▲DP５．保健医療や地域社会の発展に貢献できる判断力と向上心を備え、包括的な視点で看護をと
らえることができる。

CP７．リプロダクティブ・ヘルス／ライツの視点から、女性の健康問題をとらえ、また妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期にある対象者の状況を的確に把握し、適切な看護や助産を実践するための科目を配
置する。

3
年
次

2
年
次

1
年
次

専門科目基礎教養科目　　●◆■
専門基礎科目

●◆
共通基盤科目　　●◆■

4
年
次

地域コミュニティと看護 ■▼▲ 看護の探求と発展▼▲看護学の基盤 ●◆■ ライフステージと看護 ◆ ■

学科必修科目 資格必修科目

養護教諭

Ⅱ種

保健師+養

護教諭Ⅱ種

助産師

保健師+養

護教諭Ⅱ種

+助産師

実習科目


